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中国の 大学生 の 大学院進学意識 に関す る研究

一 北京の 大学へ の 調 査結果 か ら一

満都拉 （東京大学大学院）

1　はじめに

　中国教育部に よれば、2012 年の 修士課程進学志

願者iは 165．6 万人で 、大卒者全数の 680万人 の 約

25％ を占めて い るli。これは、約 4 人に 1人の 大学

生が大学卒業後の 進路と して 大学院進学を希望し

て い るこ とを意味 して い る 。 大郭雛 学希望者が

増加する背景には高学歴化が進む とい う大きな社

会背景がある
一
方で 、大卒者の 就職難問題も確実

に存在すると考えられる。大学生就職率は 2009

年の 68％ を底に 、少 しずっ 回復 して い るが 大体

85％前後に留まっ て お り、就職 口 が 見つ か らない

大卒者が年間 100万 人 近 くい るhi。

　本稿は、大学生 の大学院進学意識の実態を明ら

か に するもの で ある。 また、今日の 若者に とっ て

大学院進学とはい か なる進路 で あり、彼 らが何を

期待 して 大学院進学を選 ん だの か、大学院進学 と

い う進路は彼 らの人生 にお い て どうい っ た位置づ

けとなるの か、などの 若者の 生き方を検討す るう

えで の 基礎資料とな るもの で もある。具体的には、

大学院進学を選ん だ理 由などを中心 と し、その 前

段階で ある大学生活 と、将来イメ
ー

ジな ども含め

て考察を行 う。そ して これ らの 3 要素を
一

連 の キ

ャ リア発達プ ロ セ ス と見なし、内在的な関連を明

らかにする 。

2 方法

　本研究 で は、半構造化 イ ン タ ビ ュ
ー

調査法 を用

い た。調査は 2012年 3月下旬 に北京で実施した 。

調査の 概要 は 以下の とお りで ある。

　  調査対象

　調査対象者は、北京の 5 つ の 大学 （中央民族大

学、北京郵電大学、北京化 工大学、北京航天航空

大学、中央人民銀行金融学院）の 19 名の 大学院

修士 課程 1年生 で あ る。

　（2）調 査項 目

　調査項 目は 「大学生活 」、「大学院進学に向け

て 」、「将来イ メ
ージ」 の 3 つ の 部分か ら構成され

て い る。本稿では調査項 目の うち、とりわけ大学

院進学意識に直接関わると思われる 「学部の 専攻

を決めた経緯」 「大学院進学の 理由」 「将来就職す

る際に重視する条件は何か 」 の 3 点に 限定して、

結果を報告する 、

3 分析結果

（1）結果の概要

　 【大学生活】：学部 の 専攻を決めた経緯として

「親や親戚に決めて もらっ た」 （17 人）、
「幼い こ

ろか らの 興味だっ た」 （2人）とい う回答が得 られ

た。

　 【大学院進学に 向けて】：大学院進学の 理 由と し

て は、「大学院の 学歴が将来の 就職に有利だ と思 う

か ら」「将来就 きたい ポス トは大学院の学歴が必要

だか ら」「学部生が従事する こ との多い、ハ ー ドな

肉体労働か ら逃げる ため」 「個人 の発展 に とっ て、

大学院 とい う学歴は学部の 学歴 よりス タ
ー

トライ

ン が高い と思 うか ら」 とい っ た遮 檍極
的 目的 （9人）と、「周 りがみ んな大学院進学して

い る の で 自分 もこ う決 め た」「大卒で就職を考え る

の は辛か っ たの で、大学院に入 っ て少 し余裕な時

間を設 けて考えたか っ た」「大学受験で失敗して名

門大学に入れなか っ たの で 大学院進学を通 して そ

の 夢を叶えた か っ た」 など明確な 目的意識がない

消極的目的（10 人）の 2 点に集中した。

　 【将来 イ メージ】：将来、就職する際に 重視す る

条件は何か に つ い て尋ねた とこ ろ、「会社の 将来陸

やそれ に よる個人の 発展空間 」「収入 」 「働く場所 」

な どの 外的要素 （14 人）と 「興味関心」 「好きな

こ と」 な ど内的要素 （5人）が挙げられた。

　  3要素の 内在的関連

　上述の 3 要素の 内在的関連を検討 した結果、以

下の 図にま とめるこ とがで きる （図 1参照）。
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図 1　3 要素の 内在的関連図
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　図 1 に示す よ うに、大学院進学の 理 由に は消極

的要素 が多く入 っ て い る者に は 、学部の専攻を親

に決めてもらっ た り、将来へ の 職業生活に関して 、

会社の 規模や将来唾、個人 の 昇進や発展空間、ま

た仕事 の 待遇など職業をめ ぐる外的要素を非常に

重視す る特徴が み られた。
一

方、大学院進学の理

由 として就職の こ となど積極的目的を持っ た者に

は、幼 い こ ろの 興味関心 で 学部の 専攻を決め た と

い う特徴が み られ るが、将来の 職業生活に つ い て

は 、 前者と変わ らず、職業の 内的要素よ りも外的

要素を優先的に考えて い る とい え る。

4 総合考察

　以 上 を踏まえる と、次の 3 点が指摘で き る 。 第
一

に、中国 の若者たちに は、自分の こ とを自分で

考え て い くプ ロ セ ス と、自分で決める意思決定力

が欠けて い る こ とで ある。そ の背景には中国 の 地

域格差がもたらす情報の 格差 問題 と、1978 年以降

に実施 された
一

人 っ 子政策や、その もとで 形成さ

れ た親子 関係、つ ま り親が子 どもの 身の 回 りの こ

とを決める傾向などが うかがわれる。

一
方、大学

入試の仕組みか ら見る と、中国で は 日本 の よ うな

学部ごとの合格基準とい う決 ま りがなく 、

一
般的

に文系と理 系の 2 つ の範疇に分け られ るの みであ

る。そ の ため、大学受験の 時点 で 具体的な学部を

決める必要がない 。こ れは、大学受験生 に とっ て 、

どの学部 へ 進む の かをあえて考えなくて もい い よ

うな事態をもたらし、そ の 結果、往々 に して親や

親戚に 決めて もらうようになっ た とい える。第二

に、1980年代 の 「大学進学」 を契機に形成 され 広

ま っ た若者の エ リ
ー

ト意識は、今目で は 「名門大

学の大学院進学」 とい っ た形 で再び登場 し、ます

ます強ま っ て い るこ とである。これは従来か ら問

題視 されてきた、「勝ち組」 「負け組」 で決着され

る詰め 込 み 教育と受験勉強の影響が そ の まま大学

院教育 へ 移 りつ つ あ る こ とを意味す る とい える。

中国の 教育部は教育条例上、学校教育は人類が 獲

得 ・蓄積した知識を次世代に伝達 ・教授 し、1 人

ひ と りの 「知 ・徳 ・体 ・美 ・労」 の全 面的な発展

を目指 し、学部段階は専門的素養や基礎的能力 の

あ る人材育成、大学院は専攻分野における研究者

養成に加 え、高度専門職業人 の養成を担 うべ きで

ある、と定 めて い る。 しか し本研究 の 結果に限 っ

て言えば、こ う した詰め込み教育とそれ を受け形

成 された受験勉強の 学習姿勢やエ リ
ー

ト意識は、

彼らに、学問の 習得や社会にお い て必 要とされる

実践能力、人間として の 社会性 の 養成 へ の 重視で

は な く、
「名門」とい っ た外的要素 へ の 志向を強め、

その 結果、名 誉や点数、順番をもとに自己や他者

を評価す るよ うな考え方を注入 して い ると い える。

　第三 に、将来 の 職業生活や就職志向にお い て は、

職業の 内容など 内的要素よ りも会社の 知名度や個

人の 昇進、待遇、場所など外的要素 をより重視し

て い る。そ の 背景に は高度経済成長 に伴 う物価や

土 地価格の高騰、高等教育の有償化、また雇用環

境の 悪化 に よ る生活や就職 の プ レ ッ シ ャ
ー、さら

に親世代の 「我が子 へ の 立身出生」 の 期待の 強ま

りなどが うか がわれる。

　 （詳細な内容は発表当 日ご報告 い たします）
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